
- 1 - 
 

 
 
 

令 和 ７ 年 ３ 月 
新    潟    県 

 
令和７年度 柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画（案） 比較表 

 
 

令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p1- 

 （２）環境試料中の放射能の測定 

発電所から放出されるおそれのある放射性物質の分

布及び蓄積状況を把握するため、監視調査地域内及び

対照地点において、環境試料（陸上試料については大

気、浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産物、畜産物及

び指標生物とし、海洋試料については海水、海底土、

海産物及び指標生物）を採取し、試料中の放射能を測

定する（図－２（p.11）参照）。 

測定方法は、原則として放射能測定法シリーズに準

拠する。 

ア テレメータシステムによる測定 

柏崎市街局、刈羽局及び西山局に設置したヨウ素

モニタにより大気中放射性ヨウ素を、ダストモニタ

により浮遊じん中の全ベータ及び全アルファ放射能

を連続で測定する。 

-p1- 

 （２）環境試料中の放射能の測定 

発電所から放出されるおそれのある放射性物質の分

布及び蓄積状況を把握するため、監視調査地域内及び

対照地点において、環境試料（陸上試料については大

気、浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農畜産物及び指標

生物とし、海洋試料については海水、海底土、海産物

及び指標生物）を採取し、試料中の放射能を測定する

（図－２（p.11）参照）。 

測定方法は、原則として放射能測定法シリーズに準

拠する。 

ア テレメータシステムによる測定 

柏崎市街局、刈羽局及び西山局に設置したヨウ素

モニタにより大気中放射性ヨウ素を、ダストモニタ

により浮遊じん中の全ベータ及び全アルファ放射能

を連続で測定する。 

 

 

・用語の統一 

 

※修正部は赤字下線とした。 

資料 No.2-2【議事】 
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p1- 

 （２）環境試料中の放射能の測定 

イ 核種分析（機器分析） 

   陸上試料（浮遊じん（36 試料（以下同））、降下物

（24）、陸水（14）、土壌（6）、農産物（9）、畜産物

（4）及び指標生物（4））及び海洋試料（海水（10）、

海底土（10）、海産物（6）及び指標生物（12））計 135

試料の放射能を、ゲルマニウム半導体検出器を用い

たγ線スペクトロメータにより測定する。一部試料

（39）については、生試料測定により放射性ヨウ素

を測定する。 

ウ 核種分析（ストロンチウム 90の放射化学分析） 

   陸上試料（陸水（4）、農産物（7）及び畜産物（4））

及び海洋試料（海産物（3）及び指標生物（4））計 22

試料のストロンチウム 90 を放射化学分析により測

定する。 

 

-p1- 

 （２）環境試料中の放射能の測定 

イ 核種分析（機器分析） 

陸上試料（浮遊じん（36 試料（以下同））、降下物

（24）、陸水（14）、土壌（6）、農畜産物（13）及び指

標生物（4））及び海洋試料（海水（10）、海底土（10）、

海産物（6）及び指標生物（12））計 135 試料の放射

能を、ゲルマニウム半導体検出器を用いたγ線スペ

クトロメータにより測定する。一部試料（39）につい

ては、生試料測定により放射性ヨウ素を測定する。 

 

ウ 核種分析（ストロンチウム 90の放射化学分析） 

陸上試料（陸水（4）及び農畜産物（11））及び海 

洋試料（海産物（3）及び指標生物（4））計 22 試料

のストロンチウム 90 を放射化学分析により測定す

る。 

 

 

・用語の統一 

 

※修正部は赤字下線とした。 
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p5- 

イ 核種分析（機器分析） 

 

-p5- 

イ 核種分析（機器分析） 

 

 

・農産物（キャベツ、

大根）の採取地点変

更 

・海水及び海底土の採

取月の変更 

 

※修正部は赤字下線とした。 

試  料  名 採 取 地 点 測定頻度 採 取 月 

陸 

 

上 

 

試 

 

料 

農 産 物 

米 

（ 精 米 ） 

① 柏崎市西中通地区 

年 1 回 収 穫 期 

② 刈羽 村 割 町 新 田 

③ 柏崎市西山町新保 

キ ャ ベ ツ 
① 柏 崎 市 矢 田 

② 柏崎市西山町五日市 

大 根 
葉 部 ① 柏 崎 市 矢 田 

根 部 ② 柏崎市西山町五日市 

畜 産 物 
牛 乳 

（原 乳） 
① 柏 崎 市 東 長 鳥 年 4 回 

4、 7、 

10、1 月 

指 標 

生 物 

松 葉 
（2 年葉） 

① 柏 崎 市 荒 浜 
年 2 回 7、11 月 

②    〃   大 湊 

海 

 

 

洋 

 

海 水 
（表 層 水） 

① 前 面 海 域 No.1 

年 2 回 

  

② 〃 No.2 

5、10 月  ③ 椎 谷 沖 No.3 

④ 放水口（南）付近 

⑤ 放水口（北）付近   

海 底 土 
（表 層 土） 

① 前 面 海 域 No.1    

② 〃 No.2    

③ 椎 谷 沖 No.3 年 2 回 5、10 月 

④ 放水口（南）付近    

⑤ 放水口（北）付近    

試  料  名 採 取 地 点 測定頻度 採 取 月 

陸 

 

上 

 

試 

 

料 

農 産 物 

米 

（ 精 米 ） 

①  柏崎市西中通地区 

年 1 回 収 穫 期 

② 刈 羽 村 割 町新 田 

③ 柏崎市西山町新保 

キ ャ ベ ツ 
①  柏 崎 市 矢 田 

②  柏崎市西山町鎌田 

大 根 
葉 部 ① 柏 崎 市 矢 田 

根 部 ② 柏崎市西山町鎌田 

畜 産 物 
牛 乳 

（原 乳） 
①  柏 崎 市 東 長 鳥 年 4 回 

4、 7、 

10、1 月 

指 標 

生 物 

松 葉 
（2 年 葉） 

① 柏 崎 市 荒 浜 
年 2 回 7、11 月 

②     〃   大 湊 

海 

 

 

洋 

海 水 
（表 層 水） 

① 前 面 海 域 N o . 1 

年 2 回 

4～ 5、 

10～11 月 
② 〃 N o . 2 

③ 椎 谷 沖 N o . 3 

④ 放水口（南）付近 
5、10 月 

⑤ 放水口（北）付近 

海 底 土 
（表 層 土） 

① 前 面 海 域 N o . 1  
4～ 5、 

10～11 月 
② 〃 N o . 2  

③ 椎 谷 沖 N o . 3 年 2 回 

④ 放水口（南）付近  
5、10 月 

⑤ 放水口（北）付近  



- 4 - 
 

 

 

令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p6- 

ウ 核種分析（ストロンチウム 90 の放射化学分析） 

 

-p6- 

ウ 核種分析（ストロンチウム 90 の放射化学分析） 

 

 

・農産物（キャベツ、

大根）の採取地点変

更 

 

※修正部は赤字下線とした。 

試  料  名 採 取 地 点 測 定 頻 度 採 取 月 

陸 

上 

試 

料 

陸 水 飲 料 水 
① 柏 崎 市 新 赤坂 町 

年 4 回 
6、9、 

 （赤坂山浄水場） 12、3 月 

農 産 物 

米 
（精 米） 

① 柏崎市西中通地区 

年 1 回 収 穫 期 

② 刈 羽 村 割町 新 田 

③ 柏崎市西山町新保 

キャベツ 
① 柏 崎 市 矢 田 

② 柏崎市西山町鎌田 

大 根 ① 柏 崎 市 矢 田 

（根 部） ② 柏崎市西山町鎌田 

試  料  名 採 取 地 点 測 定 頻 度 採 取 月 

陸 

上 

試 

料 

陸 水 飲 料 水 
① 柏 崎市 新赤 坂町 

年 4 回 
6、9、 

 （赤坂山浄水場） 12、3 月 

農 産 物 

米 
（精 米） 

① 柏崎市西中通地区 

年 1 回 収 穫 期 

② 刈 羽村 割町 新田 

③ 柏崎市西山町新保 

キャベツ 
① 柏 崎 市 矢 田 

② 柏崎市西山町五日市 

大 根 ① 柏 崎 市 矢 田 

（根 部） ② 柏崎市西山町五日市 
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p7- 

エ 核種分析（トリチウムの放射化学分析） 

 

-p7- 

エ 核種分析（トリチウムの放射化学分析） 

 

 

 

・海水及び海底土の採

取月の変更 

 

※修正部は赤字下線とした。 

海 

洋 

試 

料 

海 水 
（表 層 水） 

① 前 面 海 域 N o . 1 

年 2 回 

4～ 5、 

10～11月
② 〃 N o . 2 

③ 椎 谷 沖 N o . 3 

④ 放水口（南）付近 
5、10 月 

⑤ 放水口（北）付近 

 

海 

洋 

試 

料 

海 水 
（表 層 水） 

① 前 面 海 域 N o . 1 

年 2 回 

  

② 〃 N o . 2 

5、10 月 ③ 椎 谷 沖 N o . 3 

④ 放水口（南）付近 

⑤ 放水口（北）付近  

 

試  料  名 採 取 地 点 測 定 頻 度 採 取 月 試  料  名 採 取 地 点 測 定 頻 度 採 取 月 
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p11- 

図－２ 環境試料採取地点 

  

-p11- 

図－２ 環境試料採取地点 

  

 

・農産物（キャベツ、

大根）の採取地点変

更 

 

※修正部は赤丸印とした。 
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p14- 

イ 核種分析（機器分析） 

 

 

 

-p14- 

イ 核種分析（機器分析） 

 

 

 

 

・順序の調整 

 

測  定  方  法 

 測 定 法 :

 

 

 

 

 

 

測定試料形態 :

 

 

原子力規制庁編「ゲルマニウム半導体検

出器によるγ線スペクトロメトリー」

（令和２年改訂）、文部科学省編「ゲル

マニウム半導体検出器等を用いる機器

分析のための試料の前処理法」（昭和 57

年）及び文部科学省編「放射性ヨウ素分

析法」（平成８年改訂）に準拠 

浮遊じん：灰化物 

（１か月分のろ紙の集積） 

降 下 物：蒸発残留物 

測  定  方  法 

測 定 法 :

 

 

 

 

 

 

測定試料形態 :

 

 

原子力規制庁編「ゲルマニウム半導体検

出器によるγ線スペクトロメトリー」

（令和 2 年改訂）、文部科学省編「ゲル

マニウム半導体検出器等を用いる機器

分析のための試料の前処理法」（昭和 57

年）及び文部科学省編「放射性ヨウ素分

析法」（平成 8 年改訂）に準拠 

降 下 物：蒸発残留物 

浮遊じん：灰化物 

（1 か月分のろ紙の集積） 
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p15- 

オ 核種分析（プルトニウムの放射化学分析） 

  

 

 

-p15- 

オ 核種分析（プルトニウムの放射化学分析） 

 

 

 

 

・自前による分析から

委託業者による分析 

に変更することに伴

う修正 

 

※修正部は赤字取り消し線とした。 

測 定 装 置 

○ アルファ線エネルギー分光分析装置 

・検出器 

 シリコン半導体検出器 

有効面積 450 mm2 

・多重波高分析器 

（注）

 

 

測 定 装 置 

○ アルファ線エネルギー分光分析装置 

・検出器 

シリコン半導体検出器 

有効面積 450 mm2 

・多重波高分析器 

（注）
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令和７年度（案） 令和６年度 備考 

-p16- 

４ 表示単位及び測定値の取扱い方法 

 

 

-p16- 

４ 表示単位及び測定値の取扱い方法  

 

 

・「JIS Z 4511」の改

定に伴う修正 

 

※修正部は赤字下線とした。 
 

 測 定 値 の 取 扱 い 方 法 

表示の数値は、10 分値及び １時間値とするものとする。表示

は整数とし、小数第１位を四捨五入するものとする。 

10 分値は、10 分間の計測値からの１時間換算値とする。１時

間値は、正時から次の正時までの 10 分値の平均値とする。 

なお、照射線量単位から空気吸収線量単位への変換は JIS Z 

4511:2024 による。 

３か月積算値は 91 日に、年間積算値は 365 日に換算するもの

とする。表示は小数第２位までとし、小数第３位を四捨五入する

ものとする。 

なお、照射線量単位から空気吸収線量単位への変換は JIS Z 

4511:2024 による。 

 測 定 値 の 取 扱 い 方 法 

表示の数値は、10分値及び 1時間値とするものとする。表示

は整数とし、小数第 1 位を四捨五入するものとする。 

10 分値は、10分間の計測値からの 1時間換算値とする。1 時

間値は、正時から次の正時までの 10 分値の平均値とする。 

なお、照射線量単位から空気吸収線量単位への変換は JIS Z 

4511:2018 による。 

3 か月積算値は 91 日に、年間積算値は 365 日に換算するもの

とする。表示は小数第 2位までとし、小数第 3 位を四捨五入する

ものとする。 

なお、照射線量単位から空気吸収線量単位への変換は JIS Z 

4511:2018 による。 


